［Ⅰ］三角紙包みの標本を送る場合には，枚数にもよりますが深さ2cm以上の頑丈な箱（プラスチック，金属またはボール紙）に入れて送ります。箱の底と入れた三角紙の上には，三角紙を圧迫しない程度に脱脂綿またはしわくちゃにしたティシュ―をいれて，三角紙が箱の中で動くのを防ぎます。このような箱を封筒に入れて送るか，念を入れるのでしたら，ユーパックの小さい箱に入れて，周囲に梱包材を入れて送れば大丈夫です。
［Ⅱ］キノコバエ科で油が生じるのはMycetophila属とその近縁属の場合が多いようです。しかし，採集後すぐには油が出ないことが多く，数か月くらいたってからです。グラシン紙の三角紙内で油が生じると，翅が三角紙の紙面に油で密着してしまいます。はじめはこの状態でも注意すれば標本を傷めないで取り出せますが，この状態が何年も続くと油が今度は固まって翅が紙に接着された状態になります。このなると標本を傷めないで取り出すことが難しくなります。おそらくキシレン，ホワイトガソリンなどに入れて，固形化した油を溶かしてからでないと無理でしょう。

［Ⅲ］交尾器などの解剖の方法は以下の通りです。

昆虫の体の表皮には表面にクチクラ（キチン質）の層（セミの抜け殻に相当する）があります。強アルカリで処理するとクチクラ以外はすべて解けてしまいます。このクチクラを観察するのが，昆虫などの解剖した外部形態の観察法の一般的なものです。

薬品：苛性カリまたは苛性ソーダのそれぞれ10-15%水溶液，または85%の乳酸
　　　グリセリン80%くらい（浣腸の液でもよい），酢酸10%くらい（食用酢でもよい）

用具：カップヌードルなどの空きカップ（セブンイレブンなどのおでんの小さな容器もフタがあるので便利），試験管など管瓶，シャーレなど浅い容器，ピンセット2本（志賀昆虫普及社の３Cピンセットはかなり良い）

方法：
１．カップヌードルなどの容器に沸騰させた熱湯を中ほどまで入れる。
２．次に試験管などに深さ2cmくらい上記した濃度の苛性カリ，苛性ソーダ，または乳酸を入れる。
３．試験管の中に虫全体または交尾器などでは腹部の後半部などをいれる。液浸標本の場合は一旦乾燥した方が状態がよい。
４．この試験管を直ちに熱湯の入った容器に入れて，内部を高温にして処理する。約10-15分程度処理。５．先をカギ型に曲げた柄付針（割りばしに志賀昆虫普及社の昆虫針の頭を切ってこれを箸にさしこみ，尖った方をカギ型に曲げる）で材料をひっかけて出し，すぐに水を入れたシャーレに移す。試験管の中身をすべてシャーレに出すことも出来るが，この場合は勢い余って液がシャーレ外に出るというようなことがないように注意する。

６．水の中で，ピンセットの先などを用いて材料を軽く抑える（強く押し付けたりすると変形するので注意）。そして，材料の内部にはアルカリなどで溶けた内容物の液が黄色ないし茶色で入っているのでこれを上記の操作で押し出して水と置き換わらせる。

７．新しい水の入った容器に材料を移し，これに水の量にもよるが酢酸を数滴落として混ぜる。これでアルカリが中和ないし弱酸性になる（アルカリが残っていると材料が経年的に退色してしまう）。

８．さらに新しい水の入った容器の中で酸を洗う。

９．次にグリセリンの入った容器に材料を移す。軽くて水を弾くので表面に浮くことがあるからピンセットを用いてしずめる。グリセリンに微量の中性洗剤を加えると表面活性性が高まり，材料がグリセリンになじみやすい。20分くらいすれば水とグリセリンが置き換わり，あまり浮かなくなる。
１０．この状態で実体顕微鏡などを用いて観察する。ピンセットは先をオイルストーンなどで尖るように研いでおく。ピンセットを用いて材料のアングルを変えたり，必要な部分を引き出したり，時には部分を千切り取ったりして観察する。

１１．観察が終わったら，新しいグリセリンの入った密閉できる容器にうすし，データを鉛筆か耐水性インキで描いた紙を中にいれる（またはビンに張り付ける）。この状態で半永久的に保存できる。エタノールで保存すると数年内には通常材料の色が抜けて白または無色透明になってしまい，具合が悪い。
